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国家公務員共済組合連合会 横浜栄共済病院

は、横浜市南部に位置する栄区内唯一の「急性

期型総合病院」で、隣接する鎌倉市北部 (大船地

区)から戸塚区、港南区、金沢区の一部までを診

療圏としている。特に横浜市からは近隣の病院

診療所との役害」分担や連携を通して地域医療の

充実化を図る「地域医療支援病院」の承認を得

ている。創設は1939年。戦後は、国家公務員共

済組合連合会に経営が継承され 70年以上もの

間、地域の健康度向上に大きく貢献してきた。現

在では先進的な診断 医療法を積401・
X的に取り入

れると共に、救急患者が高度で安全な医療を受

けられることを主な使命としている。
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同病院が、入院患者の紙カルテを電子化しよう

と検討し始めたのは 2010年のこと。契機となつ

たのは 5年後に予定されている新棟建設だつた。

これまで患者が退院すると、紙カルテは診療部

診療情報管理科で事務処理され、必要書類と共

に製本した後、専用倉庫に保管されてきた。同科

が管理する入院カルテは 1日平均 30～ 40人、

年間で 8000人 以上にも達し、この倉庫には常

時 15年分の入院 外来カルテが保管されてる。

その総数は 10万冊以上にものぼる。再診時など

医師がカルテを必要とする場合は各科からの貸

し出し依頼に基づき、同科が倉庫から取り出して

準備するという流れだつた。しかしこの倉庫が新

棟建設予定地に入つたことで、こうした従来から

のカルテの保管 貸し出し方法が見直されること

になった。

同科の課長である浅海 正氏は、その経緯につ

いて次のように語つている。

「倉庫が取り壊される 5年後には 15年分のカ

ルテを一旦外部に委託保管しなくてはなりませ

ん。その時までに、5年前の今から紙カルテを順

次電子化してゆけば、貸し出し頻度の高い新しい

カルテはすべて電子化されているはずです。こ

れで委託先から取り出す手間やコストが削減でき

ると考えました。しかもオーダシステムと同じ端

末で先生が直接閲覧できれば、貸し出し依頼 準

備 運搬といつた一連の作業も削減され、病院職

員の負担も少なくなります。また倉庫で管理する

カルテは製本済みなので、これをすべて電子化

するには手間とコストが膨大になります。このた

め新しいカルテから電子化すれば間にあうと考え

TIは席ポ l毀開
発に取り組んだのが、コダツクの販売代理店で

あるホロン株式会社 (本社/神奈川県川崎市、

http″仙WW h ncoJp/)だ つた。同社は医学

文献情報のデータベース検索サービス「医中誌

WEB(医学中央雑誌刊行会)」 の開発 運用をは

じめ、「ステッドマン医学大辞典 WEB(メジカル

ビュー社)」 、「今日の診療 (医学書院社)」 、さら

には国内最大の文献検索システム「Cinii(国 立

情報学研究所)」 など、医学 学術分野における

データベース開発で豊富な実績を持ち、同病院

にとつても信頼できるパートナーとなつた。
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同病院が導入した新システムは、文書の電子

化機能とデータベース検索機能を統合したもの

で、中核となるスキヤナーにはコダックの 11220

P usスキャナーが採用された。その理由につい

て、ホロン社の担当者は次のように語つている。

「コダックのスキヤナーは、業務用システムに必

要な機能と性能を完備しています。スキヤン品質

やスピード、信頼性はもちろん、スキヤニンク用

ソフトウェアの操作性にもすぐれています。導入

前の検証テストでも高く評価されました」

11220 P usは ADF(オートドキユメントフィー

ダ)タイプのカラー両面スキャナーで、多種多様

な書類を高速にスキャニングできる。たとえカル

Webサマリー開覧システムの中核となる 1220 P usス キヤナー

診療部 診療情報管理科課長 浅 海 正 氏
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登録閲覧システム

Ⅲヽbサマリー百覧システムの「 1言 I

テに検査済み伝票が貼つてあつても紙づまりが

少なく安心だ。またコダック独自のイメージ処理

技術「バーフエクトページ」を搭載し、つねに鮮

明な画像が得られる点も高く評価された。同時

に導入されたコダックの A3フラットベッドスキャ

ナーは、A3サイズの関係書類はもちろん、ADF

に通せない厚みのある冊子も読み取れると好評

だ。

さらに今回のシステムでは、スキャニング用ソ

フトウェア「コダック キャプチャフロ ソフトウェ

ア」に搭載された文書分害J機 能が大きな威力を

発揮した。これは用紙に印字されたバーコードを

読み取つて文書を個別ファイルとして自動的に分

害」保存するというものc同病院ではカルテの表

紙に患者 IDと入院日をコード化したバーコード

を印刷して、全ページをひとつのフアイルとして

保存できるようにした。これなら複数のカルテを

ADFにセットして一気にスキャンしても、それぞ

れのカルテが個別に分害」保存されるため、作業

効率は格段に向上する。フアイル名もバーコード

の内容がそのまま反映されるため、データ検索

院内ネットワーク (端末から閲覧)

も容易になる。オーダ端末からの操作もとても簡

単だじ端末画面に設置された起動ボタンをクリッ

クすると、その患者の入院履歴が確認でき、必要

なカルテを即座に表示できる。さらに追加文書が

発生しても、再度スキャニンクすれば、データが

上書きされてつねに最新のカルテを見ることが

できる。2011年 1月 から運用を開始した新シス

テムの導入効果について浅海課長は次のように

語つている。

「運用から半年が経過してすでに4000件以上

の入院カルテを電子化しました。これにより原本

の貸し出し頻度は昨年比で 10%以上減つてきま

した。特に若い先生方が積極的に活用しているよ

うです。またドクターカンフアレンスなどでも、す

くにカルテのデータを投影して共有することがで

き便利だと、とでも好評です」

ドクターカンフアレンスとは医師、看護師など

がカルテを見ながら患者の治療方針などを話し

合う症例検討会のこと。カルテが電子化されてい

ればブロジェクタなどで大きく表示でき、情報の

共有化が容易になるというЭ

同病院が導入した新システムは、浅海課長

によって VVebサ マリー開覧システム (ヽハ/eb

Summary∨iew System― WSS― )と命名さ

れた。5年後の新棟建設時には紙カルテはすべ

てスキャニング処理されて、原本の貸し出しもな

くなるという。並行して同病院では本格的な電子

カルテシステムの導入も模索している。電子カル

テシステムが導入さrlると、紙カルテそのものが

なくなり、WSSの存在意義もなくなるように思

われるが「決してそうではない」と浅海課長は次

のように断言する。

「たとえ紙カルテがなくなつても、病理検査報告

書や紹介状、患者様の同意書など、紙ベースの

重要書類はなくなりません。電子カルテシステム

ではカバーしきれない、こうした文書の電子化で

Webサマリー閲覧システムが本来の威力を発揮

すると考えています」

そこには電子カリレテシステムとの連携という将

来の課題まで視野に入れた同病院の類い希な先

見性があつた。この先見性こそが、地域の基幹病

院として住民から確かな信頼を得てきた原点な

のかもしれない。
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